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ると推測されるため，本研究はこれらの症例の末梢血リンパ球とヒト葡萄膜組織との反応を in vitro 
で観察し，本症におけるリンパ球の感作状態を検討することが目的である。
〔方法ならびに成績〕
対象症例は Vogt-小柳ー原田症候群50例，これと同一の病変を呈する交感性眼炎 6 例のほか， 対照
として他の葡萄膜炎30例，炎症性眼疾患のない症例(健常者群) 25例である。原田群は発症後 1 ヶ月
以内の発症期のもの，および発症後 1~6 ヶ月の消退期のものを新鮮例とし，初期治療が不完全なた
め炎症が持続する再発期のものと，炎症の再燃が 1~6 ヶ月に l 回程度の緩解期のものを遷延例とし，
炎症の再発がないか，あっても 6 ヶ月に l 回以下のものを治癒例とした。患者リンパ球は比重遠沈法によ
り採取し，ヒト葡萄膜抗原はヒト葡萄膜ホモジネートを 10， 000G .30分遠沈し，その上清を使用した。
実験 l 一一リンパ球幼若化現象
感作リンパ球が対応特異抗原と接したとき，その幼若化と分裂増殖をおこす反応を観察するもので，
リンパ球 1 X106個Iml を抗原(蛋臼量300μ g/ml) 存在下に 6 日間培養し， 3H-thymidine 2μ C/ml 
を添加してリンパ球を回収後 thymidine ととりこみを count した。これを抗原非添加時の count と比較




特異対応抗原の存在下に感作リンパ球によって産出される Migration inhibitory factor はマクロ
ファージの遊走を阻止する作用があり，この反応は定量的に観察できる。モルモット腹腔マクロファ
ージと患者リンパ球を用いて前実験と同抗原の存在下に毛細管法にてマクロファージの遊走面積を測






メラノサイトと患者リンパ球を 1 : 50の割合で混合して培養し， 6 日後にメラノサイトの生存率を算































阻止試験，標的細胞傷害試験および Rosette formation を行い本症患者リンパ球が他の葡萄膜炎なら
びに健常者のそれと比較して有意に反応性が充進していることと認めた。殊に発症後 6 ヶ月以内の症
例，および炎症が遷延化して活動性病変のある症例では殆んど全例に反応性の尤進を認めている。こ
れは本症患者リンパ球が脈絡膜メラノサイトを障害し，夕焼状眼底の出現および炎症を再燃させる能力
を有することを示すもので Vogt-小柳ー原田症候群の病因解明に大きな前進をのこしたものとして高
く評価できる。
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